
第18号　ねりまの文化財　　　　　　　　　　　　　　平成5年（1993）1月

り
ま
の
真
北
顛

練馬区教育委員会
社　会　教　育　課

（文　化　財　係）

℡3993－1111内線2766

〒176練馬区豊玉北か12－1

み
ん
な
で
守
ろ
う
文
化
財

1
月
2
6
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
で
す

昭
和
2
4
年
1
月
2
6
日
に
、
法
隆
寺
金
堂
壁
画
が
焼

損
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
こ
の
日
が
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
、
全
国
で
文
化
財
防
火
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。
区
内
で
は
、
各
消
防
署
に
よ
り
、

消
火
訓
練
を
行
う
予
定
で
す
。
多
く
の
区
民
の
皆
様

の
見
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
日
時
、
場
所
等
に
つ
い
て
は
、
各
消
防
署

又
は
、
文
化
財
係
ま
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
各
会
場
に
て
記
念
品
を
配
布
し
ま
す
。
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練
馬
区
で
は
、
区
内
文
化
財
の
保
護
・
保
存
を
図

る
た
め
、
練
馬
区
文
化
財
保
護
条
例
を
昭
和
6
1
年
3

月
に
制
定
し
、
条
例
に
基
づ
き
同
年
1
2
月
に
学
識
経

験
者
で
構
成
し
た
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
に
よ
る

答
申
に
基
づ
き
現
在
ま
で
、
9
件
を
区
指
定
文
化
財

と
し
、
7
5
件
を
区
登
録
文
化
財
と
し
て
各
々
指
定
・

登
録
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
4
年
1
2
月
1

0
日
付
け
で
、
次
の
8

名
の
先
生
方
に
練
馬
区
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
を

委
嘱
し
ま
し
た
。
任
期
は
2
年
間
で
す
。

会
長
は
、
品
田
穣
氏
、
副
会
長
は
福
田
ア
ジ
オ
氏

が
就
任
さ
れ
て
い
ま
す
。
順
不
同
・
敬
称
略
（
か
っ
こ
内

は
、
専
門
・
主
な
経
歴
）

玉
口
　
時
雄
　
（
考
古
学
二
九
東
洋
大
学
文
学
部

教
授
）

浅
井
　
潤
子
　
（
日
本
近
世
史
・
神
奈
川
大
学
講

師
）

山
崎
　
弘
　
　
（
建
築
史
・
工
学
院
大
学
工
学
部

教
授
）

品
田
　
穣
　
　
（
生
態
学
・
国
際
武
道
大
学
一
般

教
育
部
教
授
）

福
田
ア
ジ
オ
　
（
民
俗
学
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
民
俗
研
究
部
教
授
）

柴
辻
　
俊
六
　
（
日
本
中
世
史
・
早
稲
田
大
学
図

書
館
員
）

渡
辺
　
伸
夫
　
（
日
本
芸
能
史
・
早
稲
田
大
学
演

劇
博
物
館
員
）

武
田
　
光
一
　
（
日
本
絵
画
史
・
新
潟
大
学
教
養

部
教
授
）
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「
古
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を
噛
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東
の
古
墳
」
（
4
回
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座
）
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実
弼

固醐
施
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予
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す
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棄
高
野
山
道

文
化
財
保
護
推
進
員
　
岩
崎
美
智
子

練
馬
区
内
に
は
東
高
野
山
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
道

が
あ
り
ま
す
。
高
野
台
三
丁
目
に
あ
る
束
高
野
山
・

長
命
寺
へ
参
詣
す
る
道
の
こ
と
で
す
。
長
命
寺
は
江

戸
時
代
中
期
か
ら
、
信
仰
厚
い
人
た
ち
、
行
楽
の
人

た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
路
傍
の
あ
ち
こ
ち
に
今
も

残
る
「
東
高
野
山
道
」
と
刻
ま
れ
た
石
造
物
は
長
命

寺
へ
向
う
人
た
ち
へ
の
道
案
内
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

東
高
野
山
道
は
各
方
向
か
ら
幾
筋
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ら
は
、
富
士
大
山
道
か
ら
分
岐
す
る
道
、
清
戸

道
か
ら
分
岐
す
る
道
、
所
沢
道
か
ら
分
岐
す
る
道
、

中
村
の
南
蔵
院
か
ら
く
る
道
、
高
松
か
ら
く
る
道
、

土
支
田
か
ら
く
る
道
な
ど
で
す
。
こ
こ
で
は
清
戸
道

の
貫
井
で
分
岐
す
る
道
を
御
紹
介
し
ま
す
。

▲⑧庚申塔と地蔵2基

ト
①
東
高
野
山
碑
と
道
標

貫
井
を
通
る
清
戸
道
は
志
目
白
通
り
に
な
っ
て

い
ま
す
。
貫
井
五
丁
目
の
円
光
院
の
前
を
通
り
、
目

白
通
り
の
坂
を
上
る
と
、
練
馬
第
二
小
学
校
の
向
い

角
に
二
基
の
石
造
物
が
建
っ
て
い
ま
す
。
一
つ
は
束

高
野
山
碑
（
寛
政
十
一
年
二
七
九
九
）
で
、
側
面

に
「
左
・
高
野
山
十
八
丁
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

並
ん
で
「
左
・
東
高
野
山
道
」
の
道
標
（
寛
政
十
一

年
）
が
あ
り
ま
す
①
。
こ
こ
が
東
高
野
山
道
の
現
在

の
出
発
点
で
す
。
目
白
通
り
が
昭
和
三
十
年
代
に
伸

長
さ
れ
る
ま
で
は
、
こ
こ
か
ら
十
メ
ー
ト
ル
程
南
の

車
道
の
中
で
、
東
高
野
山
道
が
清
戸
道
か
ら
分
岐
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
角
に
こ
の
二
つ
の
石
造
物
が
今

よ
り
少
し
東
を
向
い
て
建
ち
、
そ
こ
が
東
高
野
山
道

の
起
点
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

目
白
通
り
の
信
号
を
渡
り
、
歩
道
を
八
十
メ
ー
ト

ル
程
行
く
と
左
に
斜
め
に
入
る
道
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
東
高
野
山
道
で
す
。
こ
こ
か
ら
先
は
昔
か
ら
の

道
を
歩
く
こ
と
が
出
来
ま
す
。
百
二
十
メ
ー
ト
ル
程

行
く
と
赤
い
鳥
居
の
あ
る
須
賀
神
社
の
脇
に
庚
申
塔

（
元
禄
十
五
年
二
七
〇
二
）
が
あ
り
ま
す
②
。
そ

の
先
の
分
れ
道
の
ま
ん
中
に
庚
申
塔
（
寛
政
十
年
・

一
七
九
八
）
と
地
蔵
二
基
が
建
っ
て
い
ま
す
③
。
庚

申
塔
の
右
側
面
に
「
此
よ
り
右
・
東
こ
う
や
道
」
と

刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
従
い
右
に
行
き
ま
す
。

百
五
十
メ
ー
ト
ル
程
先
の
赤
い
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
所

に
、
以
前
は
庚
申
塔
が
二
基
並
ん
で
建
っ
て
い
ま
し

た
④
が
、
平
成
元
年
に
、
建
物
の
改
築
の
た
め
、
円

光
院
の
山
門
前
左
側
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

信
号
の
あ
る
十
字
路
を
越
え
て
行
く
と
、
南
光
幼

稚
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
北
西
角
に
樹
木
に
囲
ま
れ

て
地
蔵
二
基
（
貞
享
五
年
二
六
八
八
）
　
（
年
号
不

明
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
⑤
。
こ
こ
に
長
命
寺
の
末

寺
の
南
光
院
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
右
手
に
農
家
の

屋
敷
森
を
見
な
が
ら
進
む
と
T
字
路
に
な
り
ま
す
。▲⑤地蔵2基
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正
面
に
馬
頭
観
音
（
天
明
六
年
二
七
八
六
）
が
祀

ら
れ
⑥
、
像
の
左
肩
に
「
左
・
東
高
野
山
道
」
と
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
従
い
左
に
行
き
ま
す
。
す

ぐ
に
右
に
入
る
道
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
道
と
次
の

道
は
住
宅
の
増
加
に
伴
い
あ
と
か
ら
出
来
た
道
で
す
。

三
本
目
を
右
に
入
り
ま
す
。

つ
き
当
た
り
を
左
に
曲
が
り
、
坂
を
下
っ
て
行
く

す
。
稲
荷
神
社
と
手
前
右
角
の
庚
申
塔
二
五
永
六
年
・

一
七
〇
九
）
⑦
の
間
を
右
に
曲
が
り
ま
す
。
稲
荷
神

社
の
角
に
は
東
高
野
山
道
を
示
す
道
標
が
建
っ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
昭
和
二
十
年
代
に
ど
こ
か
へ
移
さ

れ
た
ま
ま
所
在
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
地
点
で
、

御
府
内
八
十
八
ヶ
所
参
り
で
、
中
村
の
南
蔵
院
か
ら

く
る
道
と
合
流
し
ま
す
。

と
、
前
方
の
石
垣
の
上
に
稲
荷
神
社
が
見
え
て
き
ま

萱

曹

曹

著

者

骨

董

普

享

著

者

著

者

著

者

普

奇

書

著

書

著

者

老

骨

享

著

者

普

著

者

β

唐
白
は
石
臼
と
同
じ
原
理
を
も
ち
、
粗
か
ら
そ
の

殻
を
は
ず
す
の
に
使
わ
れ
、
粗
摺
り
臼
と
も
い
う
。

そ
の
形
態
は
、
上
白
と
下
目
及
び
腕
木
と
か
ら
な
る
。

上
白
の
下
部
と
下
臼
の
上
部
に
は
刻
み
目
が
あ
り
、

そ
れ
に
擦
ら
れ
て
楓
殻
が
は
ず
さ
れ
る
。

刻
み
目
に
、
か
し
・
な
ら
・
け
や
き
の
薄
い
板
を

立
て
て
、
す
き
問
に
は
粘
土
に
食
塩
な
ど
を
混
ぜ
て

固
め
る
。
外
周
は
、
板
や
竹
か
ご
の
よ
う
に
編
ん
だ

も
の
で
包
む
。
臼
が
重
い
の
で
、
二
人
以
上
で
回
す

の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

そ
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
『
百
姓
伝
記
』
　
（
天
和

二
年
）
に
「
粗
を
う
す
に
て
摺
、
米
と
な
す
事
」
と

題
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
寛
永
元
年
の
比
も
ろ
こ
し
よ
り
、
土
に
て
作
る

う
す
作
り
、
長
崎
に
来
り
、
日
本
の
人
に
作
り
て
見

せ
、
そ
れ
よ
り
本
朝
に
つ
く
り
習
、
今
木
う
す
す
た

る
な
り
ゾ
さ
ら
に
そ
の
能
率
に
つ
い
て
、
「
冬
の
日

一
日
に
、
木
う
す
に
て
八
壱
石
程
す
る
に
、
唐
う
す

に
て
八
三
石
程
ひ
く
な
り
。
然
と
も
費
多
き
も
の
と

か
ん
か
え
た
り
ノ
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
唐
臼
は
江
戸
初
期
に
わ
が
国
に
伝

わ
り
、
木
目
と
比
べ
て
能
力
は
三
倍
も
あ
る
が
、
砕

け
米
に
な
っ
て
、
む
だ
が
多
か
っ
た
と
い
う
。

鴫血軸軸御鉢司書良曜札砂塵血掛軸囁舟劉句夢も軸㈱囁赴軸紳

坂
を
下
り
、

石
神
井
川
を
富

士
見
橋
で
渡
り

ま
す
。
以
前
は

石
神
井
川
の
両

側
に
水
路
が
引

か
れ
、
水
田
に

な
っ
て
い
ま
し

た
。
十
字
路
を

右
に
曲
が
り

石
神
井
東
中
学

校
の
角
で
左
に

曲
が
り
ま
す
。

坂
を
上
る
と
、

笹
目
通
り
の
向

う
側
に
、
長
命

寺
の
東
門
へ
の

参
道
が
あ
り
ま

す
。

複
日
通
曾

卍
長
命
寺
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二
月
に
入
る
と
暦
の
上
で
は
春
を
迎
え
ま
す
。

冬
か
ら
春
へ
移
り
変
わ
る
立
春
の
前
日
を
「
節
分
」

と
言
い
、
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

上
石
神
井
、
下
石
神
井
地
区
で
昔
か
ら
伝
え
ら
れ
、

現
在
で
も
、
わ
ず
か
に
行
わ
れ
て
い
る
節
分
の
行
事

が
あ
り
ま
す
。

二
月
三
日
の
夜
、
目
刺
し
の
頭
だ
け
を
豆
が
ら
、

あ
る
い
は
、
な
す
と
か
菊
の
枝
に
刺
し
、
唾
を
は
き

か
け
な
が
ら
、
「
大
根
の
虫
も
コ
ロ
コ
ロ
、
人
参
の

虫
も
コ
ロ
コ
ロ
」
と
か
「
菜
っ
葉
の
虫
も
チ
リ
チ
リ
、

畑
の
虫
も
チ
リ
チ
リ
」
　
「
大
根
の
虫
の
口
を
焼
く
」

等
と
唱
え
な
が
ら
あ
ぶ
り
ま
す
。
虫
の
口
焼
き
と
言

い
、
農
作
物
に
悪
い
虫
が
つ
か
ず
、
豊
作
で
あ
る
よ

う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
柊
と
共
に
ト
ン
ボ
グ
チ
（
玄
関
）
、
物
軍

鳥
小
屋
等
の
戸
口
に
差
し
て
置
き
ま
す
。
魔
除
け
の

は
じ
め
家
の
中
で
「
福
は
内
、
福
は
内
、
鬼
は
外
」

と
言
っ
て
ま
き
、
家
の
周
囲
、
次
に
近
所
の
神
社
、

稲
荷
ま
で
出
掛
け
て
ま
き
ま
す
。

豆
ま
き
が
終
わ
る
と
、
年
の
数
だ
け
豆
を
食
べ
ま

す
。
福
茶
と
い
っ
て
、
急
須
の
中
に
豆
を
入
れ
て
、

お
茶
を
飲
む
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
に
細
く

長
く
と
云
う
意
味
を
込
め
て
、
う
ど
ん
を
食
べ
る
と

い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

豆
ま
き
の
後
の
豆
を
神
棚
に
あ
げ
て
置
き
、
雷
が

鳴
っ
た
時
に
食
べ
る
と
雷
除
け
に
な
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

節
分
は
、
豊
作
を
願
い
、
一
年
間
の
無
事
を
祈
る

農
家
の
切
実
な
心
が
込
め
ら
れ
て
い
る
行
事
で
し
た
。

今
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
殆
ど
行
わ
れ
な
く
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
豆
ま
き
は
、
小
さ
い
子
供
た
ち
と

一
緒
に
楽
し
め
る
行
事
と
し
て
変
化
し
、
生
活
の
中

に
息
づ
い
て
い
ま
す
。

球

も

汐

Ⅰ

あ

F

I

軋

汐

Ⅰ

札

訝

Ⅰ

あ

ダ

Ⅰ

僧

訝

Ⅰ

札

汐

Ⅰ

軋

汐

Ⅰ

も

汐

鴇

と
嫁
ぎ
先
の
親
が
、
お
か
っ
ぱ
頭
の
座
わ
り
雛
（
俗

に
三
角
雛
と
い
う
）
を
田
無
の
ダ
ル
マ
市
で
求
め
、

長
女
の
雛
様
の
下
段
に
並
べ
節
句
を
視
い
ま
し
た
」

と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

古
老
の
聞
き
が
き
に
も
明
治
時
代
の
練
馬
の
生
活

と
し
て
、
谷
原
の
小
林
辰
五
郎
氏
が
『
三
月
三
日

雛
祭
、
嫁
・
婿
は
実
家
へ
、
干
い
か
干
鱈
を
持
っ
て

い
く
』
と
記
し
て
い
ま
す
。

桃
の
節
句
の
情
景
は
、
源
氏
物
語
や
枕
草
子
等
の

古
典
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

雛
祭
は
、
か
つ
て
雛
遊
び
と
い
い
、
神
遊
び
の
こ

と
で
、
神
棚
を
作
り
神
を
迎
え
て
災
厄
を
払
い
、
少

女
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
こ
と
を
指
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
雛
を
川
や
海
に
流
し
た
の
は
、
人

ぬ
　
　
　
文
化
財
保
護
推
進
員
櫓
山
月
子

巨．玉．＿．應‰巨⇒

雛

一＝＝＝＝＝＝＝＝＝⇒轡≠＝＝＝⇒呼声

よ
う
で
す
。

豆
ま
き
の
大
豆
は
、
胞

格
で
煎
り
、
一
升
桝
に
入

れ
、
大
神
宮
様
に
供
え
、

そ
の
間
、
主
人
は
風
呂
に

入
り
、
身
を
清
め
、
豆
ま

き
を
し
ま
す
。

チ
卓
，
互
う
L
・
′
t
I
′
モ
ー
・
′
電
‥
′
モ
ー
・
∫
モ
ー
・
⊥
奄
・
・
：
1
く
T
r

西
大
泉
の
あ
る
旧
家
で
、
節
句
の
日
に
嫁
さ
ん
に

菱
餅
と
蛤
を
持
た
せ
、
実
家
に
行
か
せ
た
と
い
う
話

を
聞
き
ま
し
た
。
同
地
区
の
小
林
き
よ
さ
ん
は
、

「
長
女
が
生
ま
れ
る
と
嫁
の
里
で
は
、
内
裏
雛
を
祝

い
、
仲
人
も
雛
様
を
祝
う
（
暮
れ
に
は
羽
子
板
を
祝

う
）
と
い
う
風
習
が
あ
り
ま
す
。
次
女
以
下
に
な
る

間
の
身
代
わ
り
に
災
厄
を

負
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
と

い
う
信
仰
か
ら
で
す
。
時

代
と
共
に
神
性
を
お
び
た

立
ち
雛
が
、
人
形
美
を
整

え
た
座
わ
り
雛
に
変
化
し
、

夫
々
の
家
庭
で
愉
し
む
桃

の
節
句
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
幼
い
者
へ
注
ぐ

愛
の
祈
り
と
人
形
遊
び
の

美
意
識
が
溶
け
合
っ
た
日

本
独
特
の
優
美
な
行
事
と

い
え
ま
し
ょ
う
。

ト
橋
本
澄
夫
氏
か
ら

練
馬
区
郷
土
資
料
室
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。
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